
 

学校関係者評価公開資料 

評 価 基 準 

4 適切 

3 ほぼ適切 

2 やや不適切 

1 不適切 

基準１ 教育理念・目標 

ガ イ ド ラ イ ン 評 価 項 目 
自己 

評価 

学校関係 

者評価 

1-1 学校の理念・目的･育成人材像は定められているか。 

(専門分野の特性が明確になっているか) 
4 4 

1-2 理念等の達成に向け特色ある教育活動に取り組んでいるか。 4 4 

1-3 社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか。 4 4 

1-4 学校の理念・目的･育成人材像･特色・将来構想などが学生･保護者等に周知されているか。 4 4 

1-5 各学科の教育目標､育成人材像は､学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられている 

か。 
4 4 

【根拠・改善内容・改善方策】 

①学則、パンフレット、募集要項、学生の手引き、ホームページなどへ記載することで明文化して 

いる。 

②学生に対しては、学生の手引きを使用して、入学時のオリエンテーションで説明を行っている。 

③保護者に対しては、1年次に保護者会を実施しており、その中で説明を行っている。参加でき 

なかった保護者の方には、保護者会で使用した資料を自宅に郵送し、目を通してもらっている。 

また、必要に応じて学生・保護者・教師の三者面談を実施しており、学校の考えや方針に理解を 

いただだいている。 

④新人教員に対しては、年度開始前の新人教員研修を実施しており、その中で共通理解を図っている。 

その後も日々の業務の場で、引き続き共通認識の確認を行っている。 

⑤また、教職員間では日々の業務の場で、学生をどのように導いていくかについて、共通認識の確認 

を常に行っている。 

【関係者評価】 

①パンフレットを見させていただくと高校生に理解しやすい学科名称になっており、工夫されている 

と感じる。 

 ②来年度以降、新設学科や就学期間の変更がある学科はあるのか？ 

   → 現時点で決定している計画はないが、今年度留学生向けの学科である国際ＩＴシステム学科 

を立ち上げた。来年 2020 年のオリンピック開催を機に来日する外国人も増え、海外での交 

流だけではなく、日本国内での交流も増えてくると予想される。本校の国際 ITシステム学 

科は 3年制コースであるため、学内での学生交流の場も増えると思っている。今後留学生に 

おいても企業実習や就職等でお世話になると思うので、よろしくお願いしたい。 

 

 



基準２ 【学校運営】 

ガ イ ド ラ イ ン 評 価 項 目 
自己 

評価 

学校関係

者評価 

2-1 理念・目的等に沿った運営方針が策定されているか。 4 4 

2-2 運営方針に沿った事業計画が策定されているか。 4 4 

2-3 運営組織や意思決定機能は､規則等において明確化されているか、有効に機能しているか。 3 4 

2-4 人事､給与に関する規程等は整備されているか。 3 4 

2-5 教務･財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか。 3 4 

2-6 業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか。 3 4 

2-7 教育活動等に関する情報公開が適切になされているか。 4 4 

2-8 情報システム化等による業務の効率化が図られているか。 3 4 

【根拠・改善内容・改善方策】 

①年 2回、2月と 8月に「三友教育グループ」全体会議を実施している。 

②2月度の全体会議では、三友学園教育グループの経営責任者から、次年度に向けた全体方針が 

示される。 

③三友教育グループ 3校それぞれの運営責任者から、全体方針に基づいた各校運営方針が示される。 

④各校の運営方針に基づいた各課・各学科の責任者から新年度の目標が発表される。 

⑤8月度の全体会議では、上記の中間報告を行い、実施状況の確認および見直しを行っている。 

⑥毎週、拡大幹部会議と部課長会議を実施しており、就職状況・募集状況の報告、担当者から 

提出された行事等の企画書の検討を行い、企画実施の承認可否決定を行っている。 

 

運営組織体制 

 理事会    拡大幹部会議    部課長会議    課会議    学科会議  

 

⑦社会保険労務士の指導のもとで、就業規則・出張旅費規程・給与規程・退職金規程・車両管理規程・ 

稟議規程・育児介護休業規程・教育研修規程・定年再雇用規程・嘱託教職員等就業規則・個人情報 

保護規程・セクシャルハラスメント防止規程・公印規程・慶弔見舞金規程などを作成し、明文化す 

ることで全教職員が常に確認できる状態にしている。 

⑧ホームページにおいて、学校情報の情報公開を行っている。 

⑨自社開発のシステムから、全国の 900 校を超える学校で導入実績のある学園総合情報システムを 

導入した。新システムの導入により、システムの安定性・運用保守・機能間のデータの連係など 

の向上が図られている。 

【関係者評価】 

①OICであるためのエビデンスについて一つひとつの積み重ねが大切であると思うが、どのようにし 

て教師に定着されているのか？ 

→ 朝礼を毎朝行い、常務からの話も踏まえて、小さなことでも全員で共有するようにして 

いる。学科の中で学生指導、連携をとって対応することが大切だと考えているため、みん 

なで連携している。毎年行っていることも意味があることだとこだわって意思統一を図 

り、教師に定着するようにきちんと管理している。 



基準３ 【教育活動】 

ガ イ ド ラ イ ン 評 価 項 目 
自己 

評価 

学校関係 

者評価 

3-1  教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか。 4 4 

3-2  教育理念､育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応した教育到達レベルや 

学習時間の確保は明確にされているか。 
4 4 

3-3  学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか。 4 4 

3-4  キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法の工夫･開発などが 

実施されているか。 
4 4 

3-5  関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により､カリキュラムの作成・見直し等が行 

われているか。 
4 4 

3-6  関連分野における実践的な職業教育 (産学連携によるインターンシップ、実技・実習等) が体 

系的に位置づけられているか。 
4 4 

3-7  授業評価の実施・評価体制はあるか。 4 4 

3-8  職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか。 4 4 

3-9  成績評価･単位認定､進級･卒業判定の基準は明確になっているか。 4 4 

3-10 資格取得等に関する指導体制､カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか。 4 4 

3-11 人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか。 3 4 

3-12 関連分野における業界等との連携において優れた教員 (本務･兼務含む) を確保するなどマネ 

ジメントが行われているか。 
3 4 

3-13 関連分野における先端的な知識･技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向 

上のための取組が行われているか。 
3 4 

3-14 職員の能力開発のための研修等が行われているか。 4 4 

【根拠・改善内容・改善方策】 

①学科毎に年 2回、それぞれの専門分野の企業様にご協力をいただき、教育課程編成委員会を開催し、 

教育内容についてご意見をいただいている。 

②学校関係者の皆様のご協力をいただき、年 1回、学校関係者評価委員会を開催し、職業教育に 

関し外部評価をいただいている。 

③専門教育を行っていく中で、現場の皆様のご意見は大変貴重なものであり、常に業界における最新 

の動向を教育内容に取り入れることは、専門学校教育においては重要なことであると考えている。 

④それぞれの委員会でいただいたご意見をもとに、必要に応じてカリキュラム体系の見直しを行い、 

修業年限に対応したシラバスを作成し、授業を実施している。 

⑤すべての学生に対して、修業年限のカリキュラムの中で、企業実習もしくは企業連携授業を課して 

いる。企業実習の経験は、技術の習得だけでなく、物事に対する取り組み姿勢を含めて心の成長を 

得ることができ、その後の就職活動を行っていくうえでも非常に効果を上げている。 

  ⑥年間カリキュラムおよび成績評価･単位認定､進級･卒業判定の基準については、学則と学生の手引 

きで明文化し、授業および成績評価を実施している。 

⑦全教師に対する、学生による授業アンケートを年 2回、前期・後期の授業終了前に実施している。 

授業アンケートの結果については、全ての教師に管理職から面談形式でフィードバックし、その後 

の学生対応および授業展開に生かしている。 

⑧新人教員に対しては、下記の通り年間を通じての研修を実施している。 

・年度開始前に 2日間にわたって新人教員研修を実施 



・以降月１回の頻度で、「授業フォロー研修」「動機付け研修」「クラス運営研修」「伝え方研修」 

等、毎回テーマを設定し研修を実施 

・2月中旬には全専研グループによる「新人教師研修会」に参加 

⑨新人以外の教員に対しても、外部で実施される研修への参加や、学内での研修を、年間を通じて 

実施し、能力開発に努めている。なお、教師の研修受講内容については本校ホームページにて 

情報公開を行っている。 

【関係者評価】 

①前年からの教師アンケートも改善され、一言「すごい！」というのが感想。教師アンケートの教師 

に対するフィードバックはどのようにされているのか。 

「学生指導が公平か」という項目が他と比べて低い気がする。 

「学科内の教師の発言は統一できているか。」の項目がゲームは低い。 

→ 各課の課長がアンケート結果集計後に教師とガイダンスを行い、％の低いところについて 

は改善するようアドバイス。アンケート結果のすべてを見せることはしないが、できてい 

ることころ、できていないところについてポイントを話し、教師の今後のモチベーション 

につなげている。 

→ 学生ごとでの感じ方の違いがあげられる。教師が学生に対して厳しく指導していることが 

他の学生からするとその学生にだけ厳しく指導しているのではと感じる学生もいれば、そ 

う感じない学生もいる。また、表現の仕方で公平でないと感じる学生もいるので、今後教 

師の表現の仕方も気を付けるようにアドバイスを行っていきたいと考えている。 

→ 新人が入ってきたことや外部講師の授業が多いため、作品の提出期限や内容において統一 

が出来ていないところがあった。今後学科内で一層の連携が取れるようにしていきたい。 

②毎年この委員会に出席させていただいているが、本当に毎年進化していると感じている。また、新 

しい取り組みをされ、入学者につながっていると思う。現在医療関係と ITで連携しており学生の 

学び方について考えることがある。一緒に仕事をしている方で大学を辞めてこの IT業界で働いて 

いるが、プレゼンテーションの技術も高く、大学を辞めたことはもったいないと感じていたが、ご 

本人は機会があれば再度大学に復学して学び直しをしてもよいと思っている。専門学校でも社会に 

出た方が学び直しで入学している事例はあるのか。 

    → 本校でもリカレント教育は必要だと考えているが、学び直しをしたい社会人はまだ少な 

い。本校では対象となるすべての学科で専門実践教育訓練給付金講座の指定を受けてお 

り、社会での認知度が高まれば多くなるのではと考える。また、少しずつではあるが学び 

直しの兆しがみられるのではと思う。 

③昨年度公務員学科を対象に善通寺にて自衛隊の訓練合宿に 1泊 2日で参加していただき、社会の出 

た時のコミュニケーション力や団体生活の大切さを学んでいただいた。 

→ 昨年、公務員学科でも企業実習が実現できたため、本校の全ての学科において企業実習が 

できた。 

 

 

 

 

 



    基準４ 【学修成果】 

ガ イ ド ラ イ ン 評 価 項 目 
自己 

評価 

学校関係 

者評価 

4-1 就職率の向上が図られているか。 4 4 

4-2 資格取得率の向上が図られているか。 4 4 

4-3 退学率の低減が図られているか。 4 4 

4-4 卒業生･在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか。 3 4 

4-5 卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか。 4 4 

【根拠・改善内容・改善方策】 

 ①就職に関しては、内定を得ることがゴールではなく、その先の社会で卒業生がいかに充実した 

キャリアを重ねていくことが出来るかを常に全教職員が意識し、専門職への就職、正社員として 

就職することの意味を学生にしっかりと伝えて就職活動をサポートしている。その成果が平成 30 

年度の最終就職希望率 97.8%（497 名中 486 名）を含め、毎年の就職希望率の向上につながって 

いる。 

②上記の延長線として、外部へ向けての学生の就職状況の数値報告については、就職希望者を対象に 

する内定率だけではなく、就職年次のすべての学生数を明記することにより、本来の就職状況が 

分かるように数値を記している。 

③キャリアサポート室のスタッフと卒業年次の担任による就職会議を毎日実施し、求人情報の伝達、 

情報交換、学生の就職活動状況の共有を図っている。 

④キャリアサポートスタッフが、卒業生がお世話になっている企業を訪問し、卒業生の様子を伺った 

り、企業の要望を吸い上げ、教務部にフィードバックすることで、キャリア教育や教育内容の改善 

に生かしている。 

⑤学内で独自の就職セミナーを実施している。 

⑥就職後の離職状況の把握については、就職先の企業に対して就業状況のアンケートを実施し、 

状況把握を行っている。 

 ⑦就職活動において、大学生ともしっかりと競えるように、希望者には放課後セミナーを実施する 

など、学生個々で必要とするサポートを行うことで、大手企業への就職につながってきている。 

⑧資格取得については、単に資格取得を目指すだけではなく、人間形成教育の一環として全員受験を 

行っている（級毎の段階的受験を除く）。毎回、目標設定を行い、教員間でしっかりと情報共有を 

し、資格試験前の対策授業を実施している。 

⑨パンフレットの合格実績表記は、取得率（クラス全員対象）と合格率（受験者対象）を明確に分け 

て記している。 

⑩担任がメンターとして学生に対してきめ細かく、面倒見よく接することで、また学生に関わる 

教員間で連携をしっかりと取ることで、退学者数・退学率ともに減少し、退学防止につながって 

きている。 

【関係者評価】 

①連携授業の中では、ゲーム業界に行きたいと答える学生がほぼ全員なのに対して、実際に就職した 

学生は 2割ほど。在校生はこの現状をきちんと把握しているのか。 

→  入学時にはゲーム業界に行きたいと考えている学生は 7割から 8割である。実際に就職す 



るためには採用試験時にデザイン・作品を提出しなければいけないが、昨年度は間に合っ 

ていない状況があった。今年は早めに作品が提出できるよう取り組んでいる。学生たちは 

ゲーム業界への今年の就職実績が 2割ということは知っている。 

②実習生の受け入れや就職にもかかわっており、優秀な学生が多いと実感している。ただ、今年度の 

パンフレットを見ると診療報酬請求事務能力認定試験の合格実績が例年に比べて低い気がする。 

  → 診療報酬請求事務能力認定試験については、昨年度の実績は例年より下がっている。新し 

い先生との連携不足や学生への動機づけが足りなかったことが要因だと考えている。 

今年は結果が出るようしっかりと改善を図っていく。 

 

基準５ 【学生支援】 

ガ イ ド ラ イ ン 評 価 項 目 
自己 

評価 

学校関係 

者評価 

5-1  進路･就職に関する支援体制は整備されているか。 4 4 

5-2  学生相談に関する体制は整備されているか。 4 4 

5-3  学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。 4 4 

5-4  学生の健康管理を担う組織体制はあるか。 4 4 

5-5  課外活動に対する支援体制は整備されているか。 3 4 

5-6  学生の生活環境への支援は行われているか。 3 4 

5-7  保護者と適切に連携しているか。 4 4 

5-8  卒業生への支援体制はあるか。 3 4 

5-9  社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか。 3 4 

5-10 高校･高等専修学校等との連携によるキャリア教育･職業教育の取組が行われているか。 3 4 

【根拠・改善内容・改善方策】 

①担任とキャリアサポート室スタッフによる、就職サポート体制を構築している。 

②スクールカウンセラー・臨床心理士による相談窓口を設置し、学生のみならず保護者も相談を受け 

ることができる体制を構築している。 

  ③年 1回の健康診断を実施し、指定医からの助言を受けるなど、学生の健康管理の体制を整えている。 

  ④OIC 独自の学費支援制度・各種制度による経済的支援体制を構築している。 

     入学時 

試験による OIC 特別奨学金制度  資格・検定による OIC 特別奨学金制度 

社会人等支援奨学金制度      学卒者入学金免除制度 

兄弟姉妹・親子入学金免除制度   

    在学時 

後期授業料免除制度       各種表彰制度 

通学定期券           学生旅客運賃割引 

       入学時在校時共通 

      OIC 特別学費支援制度 



⑤厚生労働省から社会人の学び直しを支援する教育訓練給付金制度講座の認定を受けている。 

 ⑥県内の各高等学校を会場にして、本校教員による高校生向けのキャリア講演会やマナー講座、 

さらには公務員試験対策講座や情報処理講座などを実施している。 

 ⑦県内の各高等学校または本校を会場にして、高校生の進路研究に関する体験授業を行っている。 

 ⑧高等学校の教師に対する各種説明会を年に数回（公務員セミナーなど）行っている。 

【関係者評価】 

①概ね整っている。 

 

基準６ 【教育環境】 

ガ イ ド ラ イ ン 評 価 項 目 
自己 

評価 

学校関係 

者評価 

6-1 施設･設備は､教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか。 3 4 

6-2 学内外の実習施設､インターンシップ､海外研修等について十分な教育体制を整備しているか。 3 4 

6-3 防災に対する体制は整備されているか。 4 4 

【根拠・改善内容・改善方策】 

①大学・短期大学・大都市圏の専門学校との比較では、施設・施設設備に関してはまだまだ不十分で 

ある。 

②全教室へのプロジェクターの設置や WiFi 環境の整備を行っている。 

③企業様との連携については、企業実習や特別授業など、ここ数年でかなり充実してきたが、今後も 

企業様のご協力を頂きながら、お互いにとって「Win – Win」の関係が築けるように、より一層の 

強化を図っていきたい。 

④本校舎ビル内に防災センターと協力し年 2回、防災訓練、消防訓練を実施している。 

⑤日本赤十字社の講師を招いて、全教職員を対象とした、救急法の講習会を実施している。 

【関係者評価】 

①今年も幼稚園見学実習はあるのか教えてほしい。 

→ 夏休みに今年入学した 1年生全員に保育園見学実習を経験させる。同じように秋になると 

思うが幼稚園見学実習も予定している。 

    

基準７ 【学生の受入れ募集】 

ガ イ ド ラ イ ン 評 価 項 目 
自己 

評価 

学校関係 

者評価 

7-1 学生募集活動は､適正に行われているか。 4 4 

7-2 学生募集活動において､教育成果は正確に伝えられているか。 4 4 

7-3 学納金は妥当なものとなっているか。 4 4 

【根拠・改善内容・改善方策】 

①開校以来 30余年、“誠実に”を心掛けての学校運営を行ってきた。学生募集においては、学生を 

集めるためだけの広報活動ではなく、高校生にとって進路選択に必要な情報は何かをしっかりと 

考えて、情報提供を行い、募集活動を行っている。 



  ②オープンキャンパスにおいて、進路選択のポイントをしっかりと伝えている。 

   例 就職内定率・検定合格率など公表する数値の意味をしっかりと説明する。 

      一つでも多くの学校・学科の話を聞いて、じっくりと学校選びをすること。 

 ③エビデンス（根拠）ある情報に基づいた募集活動を行っている。 

【関係者評価】 

①少子高齢化の中でどのように学生募集を行われているのか。 

→ どういう学生を育て、社会でどのように活躍しているのかを過去30年の実績から語れる内 

容を持っていること、また、兄弟、親が卒業生であったり、就職先からの信頼であったり 

と募集に関する材料や検定結果、就職実績をもとに広報と連携して募集を行っている。 

企業との信頼関係が重要であるため、きちんと学生を育てていきたい。 

→ 集めるための広報ではなく、本校を選んで入学してくれた、学生が選んでよかったという 

取り組みをしている。卒業した後、この学校を卒業してよかったと思える取り組み、また、 

先輩たちの結果をきちんと高校に伝える取り組みを行っていることが募集につながってい 

ると考える。  

 

基準８ 【財務】 

ガ イ ド ラ イ ン 評 価 項 目 
自己 

評価 

学校関係 

者評価 

8-1 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか。 4 4 

8-2 予算･収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか。 4 4 

8-3 財務について会計監査が適正に行われているか。 4 4 

8-4 財務情報公開の体制整備はできているか。 4 4 

【根拠・改善内容・改善方策】 

①税理士・公認会計士の監査・指導のもと、ホームページへ財務関係の情報公開、監査役への 

事業報告を行い、適切な財務管理をおこなっている。 

【関係者評価】 

①概ね整っている。 

 

基準９ 【法令等の遵守】 

ガ イ ド ラ イ ン 評 価 項 目 
自己 

評価 

学校関係 

者評価 

9-1 法令､専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか。 4 4 

9-2 個人情報に関し､その保護のための対策がとられているか。 4 4 

9-3 自己評価の実施と問題点の改善を行っているか。 4 4 

9-4 自己評価結果を公開しているか。 4 4 

9-5 学校関係者評価の実施体制を整備し評価をおこなっているか。 4 4 

9-6 学校関係者評価結果を公表しているか。 4 4 

9-7 教育情報に関する情報公開を積極的に行っているか。 4 4 



【根拠・改善内容・改善方策】 

①自己点検・自己評価を実施し、その結果をホームページに公開している。 

②学校関係者評価委員会を実施し、その報告書をホームページに公開している。 

③【一般社団法人専門職高等教育質保証機構】より教育の質が高いことを示す第三者評価を受け、 

「全ての項目で基準を満たしている」という評価をいただいた。また、その専門学校第三者評価 

 「第三者報告書」をホームページに公開している。 

④上記以外に、財務・学校基本情報などをホームページに公開している。 

【関係者評価】 

①概ね整っている。 

 

基準１０ 【社会貢献・地域貢献】 

ガ イ ド ラ イ ン 評 価 項 目 
自己 

評価 

学校関係 

者評価 

10-1 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献･地域貢献を行っているか。 4 4 

10-2 学生のボランティア活動を奨励､支援しているか。 4 4 

10-3 地域に対する公開講座･教育訓練 (公共職業訓練等を含む) の受託等を積極的に実施している 

か。 
4 4 

【社会貢献・地域貢献に対する根拠・改善内容・改善方策】 

①各種団体と連携し、本校において講座・セミナーなどを開催している。 

例 岡山県委託事業 高校生向けプログラミング講座 

 岡山市後援 中学・高校生向け Unity ゲームプログラム入門講座 

ET ロボコン 岡山予選会場 

 ②各種団体から依頼のあったボランティアを学生に紹介し、希望する学生が参加している。 

例 庭園岡山エコクリーナーズの清掃ボランティアへの年 2回参加 

社会福祉施設・保育園・幼稚園でのボランティア 

本校学園祭において 

・日本赤十字病院との共同による献血活動および募金活動 

・難病と闘うこどもが持つ夢の実現の手伝いを支援するメイク・ア・ウィッシュ活動へ 

の協力 

赤い羽根共同募金活動 

おかやまマラソンボランティア 

奉還町ハロウィンフェスタ 

【関係者評価】 

①概ね整っている。 

 


